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研究成果の概要（和文）：　本研究は、フレイルとサルコペニアの新規要介護発生、介護給付費、死亡率に対す
る類似点と相違点を明らかにすることを目的に検討した。フレイルの有無とサルコペニアの有無のそれぞれ2群
で検討した結果、新規要介護発生、介護給付費、死亡率に関連することが確認された。また、対象者をサルコペ
ニア群、フレイル群、サルコペニアとフレイルを重複している群（重複群）、どれにも該当しない群（ロバスト
群）に群分けし検討した結果、重複群は最も新規要介護発生や死亡のリスクが高く、介護給付費が高いことが示
唆された。また、フレイル群は、サルコペニア群よりも新規要介護発生のリスクが高く、介護給付費も多く要す
る可能性が示された。

研究成果の概要（英文）： This purpose of study was to examine the similarities and differences 
between frailty and sarcopenia on the incident disability, costs for long-term care and mortality. 
The result showed that frailty and sarcopenia were associated with incident disability, costs for 
long-term care and mortality, respectively. In addition, the participants were divided into four 
groups: sarcopenia group, frailty group, group with overlapping sarcopenia and frailty (overlap 
group), and robust group. As a result, the risk of incident disability, death and costs for 
long-term care were higher in the overlap group. In addition, the frailty group had a higher risk of
 incident disability and higher costs for long-term care than the sarcopenia group. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究より、フレイルとサルコペニアは新規要介護発生や予後に関連するが、フレイルはサルコペニアより新
規要介護発生のリスクや介護給付費に影響する可能性があると考えられる。また、フレイルとサルコペニアを有
する高齢者は、要介護だけでなく死亡率にも影響することが明らかとなった。以上のことより、フレイルはサル
コペニアより新規要介護発生や介護給付費に対する影響が大きいが、両方を有する高齢者はそれぞれ単独で有す
る高齢者よりも死亡に対するリスクが高いため、併用してスクリーニングしていく必要があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
平成 29年版高齢社会白書によると、要介護又は要支援の認定を受けた人は、平成 26 年度末で
591.8 万人にのぼり、この数字は今後も増加し続けることが予想されている。さらに、介護給付
費も増大しており、その費用はすでに 9 兆円を超えている[厚生労働省. 平成 27 年度介護保険
事業状況報告]。これらを背景に、日本老年医学会は要介護及び要支援高齢者を減らすために、
フレイルに関するステートメントを発表した。フレイルとは、高齢期に生理的予備能が低下する
ことでストレスに対する脆弱性が亢進し、生活機能障害、要介護状態、死亡などの転帰に陥りや
すい状態であり、健康な状態から要介護状態へ移行する中間の段階である。先行研究において、
新規要介護発生[Makizako H, et al., 2015]、入所や死亡など様々なリスクを上昇させること
が報告されてきた[Clegg et al.2013]。一方で、フレイルと同様に要介護状態になりやすい概念
として、サルコペニアが存在する。サルコペニアは、加齢に伴う筋量の減少と筋機能の低下と定
義され[Chen LK, et al., 2014]、障害発生のリスク[Hirani V, et al., 2015]、転倒や機能低
下のリスク[Beaudart C, et al., 2017]など様々なリスクとなる事が報告されてきた。この 2つ
の概念は、類似性の高い概念として扱われることがあるが、フレイルではない高齢者の中にサル
コペニアを有する高齢者がいるなど[Frisoli, et al., 2011]、それぞれ異なる特徴を有する可
能性があると考えられる。さらに、フレイルとサルコペニアが重複している高齢者（重複高齢者）
は、フレイル単独やサルコペニア単独の高齢者よりも、ケアを必要とする割合や 3回以上の入院
の割合が高いことが示唆された [Tan LF, et al., 2017]。しかしながら、フレイルとサルコペ
ニアの 2つの概念を同一対象者にて検討した研究は、横断研究かつ対象者数が小規模であり、大
規模データを用いた横断研究ないし縦断研究は未だ実施されていないのが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、サルコペニアとフレイルの類似点と相違点を明らかにするために、以下の調査 1
と 2を行った。調査 1では、大規模データベースをもとに、対象者をサルコペニアの有無、フレ
イルの有無に分け、横断調査として基礎情報、縦断調査として新規要介護発生、介護給付費、死
亡率について検討した。調査 2では、対象者をロバスト群、サルコペニア群、フレイル群、重複
群に群分けをし、重複群の特徴を調査 1と同様に横断・縦断的に検討した。 
 
 
３．研究の方法 
（1）調査 1 
所属機関で実施している National Center for Geriatrics and Gerontology-Study of 
Geriatric Syndromes（NCGG-SGS）に参加した 5104 名を対象とした。横断調査の測定項目は、年
齢、性別、教育歴、服薬数とした。フレイルは、体重減少、疲労感、筋力低下、歩行速度の低下、
身体活動の低下の 5項目のうち、3項目以上該当した場合とした。また、サルコペニアは、筋力
の低下と筋量低下に該当した場合とした。横断調査の解析は、対象者をサルコペニアの有無（サ
ルコペニア群、ロバスト群）、またフレイルの有無（フレイル群、ロバスト群）に群分けをし、
各変数の比較を行った。また、追跡調査ではサルコペニアの分類もしくはフレイルの分類におけ
る新規要介護発生率もしくは死亡率をカプランマイヤー法で算出し、ログランク検定により新
規要介護発生率曲線および死亡率曲線の群間を検証した。また、介護給付費については、群間の
比較を行った。追跡期間は約 5年間とした。 
（2）調査 2 
 調査 1をもとに、対象者をロバスト群、サルコペニア群、フレイル群、重複群に群分けをした。
解析は、調査 1と同様の内容と、群による新規要介護発生、介護給付費、死亡の傾向を検討する
ために、Cochran-Armitage trend test と Jonckheere-Terpstra trend test を使用した。 
 
 
４．研究成果 
 各調査の横断調査、新規要介護発生、介護給付費は 4125 名を、死亡は 4210 名を解析対象とし
た。 
 
（1）調査 1 
横断調査： 
サルコペニア群とフレイル群ともにロバスト群に比べ、年齢が高く、教育歴が低かった（全て 
p<0.05）。フレイル群はロバスト群に比べ、服薬数が多かったが（p<0.05）、サルコペニア群とロ
バスト群には有意差が認められなかった。また、性別の割合においては、フレイル群は女性、サ
ルコペニア群は男性が多い傾向にあったが、有意差は認められなかった。 
 
縦断調査： 
新規要介護発生、介護給付費および死亡率において、サルコペニア群、フレイル群ともにロバ
スト群との間に有意差が認められた（全て p<0.05）。 
 



（2）調査 2 
 横断調査： 
重複群は最も有病率が低かった。また、他の群に比べて高齢であり、男性の割合が多かった（全
て p<0.05）。 
 
縦断調査： 
各群における新規要介護発生および死亡の割合は、ロバスト群、サルコペニア群、フレイル群、
重複群の順に多かった（p<0.05）。新規要介護発生を従属変数としたログランク検定では、フレ
イル群と重複群の間以外で全て有意差が認められた（p<0.05、図 1）。死亡率を従属変数とした
ログランク検定では、サルコペニア群とロバスト群の間以外には有意差を認めた（p<0.05、図 2）。
また、追跡期間中の介護給付費では、ロバスト群、サルコペニア群、フレイル群、重複群の順で
多かった（p<0.05）。 
 
以上の調査 1より、サルコペニアやフレイルは、横断調査において服薬数で相違点がみられた
が、それ以外の基本情報では類似し、縦断調査では、ともに新規要介護発生、介護給付費、死亡
に影響することが確認された。また、調査 2の結果より、重複高齢者は最も新規要介護発生や死
亡のリスク、介護給付費が高いことが示唆され、フレイル高齢者はサルコペニア高齢者に比べ、
新規要介護発生のリスクが高く、介護給付費も多く要すると考えられる。以上のことより、フレ
イルはサルコペニアより新規要介護発生や介護給付費に対する影響が大きいが、両方を有する
高齢者はそれぞれ単独で有する高齢者よりも新規要介護発生や死亡のリスク、介護給付費が高
いため、併用してスクリーニングしていく必要があると考えられる。 
 

 

図1 新規要介護発生のカプランマイヤー曲線 

 

図2 死亡のカプランマイヤー曲線 
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